
記載日

団体名 所管局名

設立目的

○基本情報

ミッション・価値・目標設定シート（MVTシート）

神戸高速鉄道株式会社 住宅都市局

阪急・阪神・山陽・神戸電鉄を結び相互直通運転をすることによって，市内交通の不便を解消するとともに，京阪神と播
州工業地帯及び西北神地区の輸送力を増強することによって，各地域と産業の発展に寄与することを目的とする。

平成28年2月15日
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年 【2020ビジョン及び部門別計画等との関わり】 

  

様式２－１ 

輸送の安全に万全を期した事業、および安定した経営により、将来にわたって市

民の交通手段を確保する。 

１．列車の運行と鉄道施設の保守管理及び駅業務の運営を担う第二種鉄道事業者

の阪神電気鉄道・阪急電鉄・神戸電鉄と連携を図りながら、第三種鉄道事業者として

安全の確保に務める。 

２．経営改善に努めることにより、安定した経営環境の実現を目指す。 

 
１．安全輸送の徹底 
・定期検査の実施状況など告示に基づいた

第二種鉄道事業者からの報告体制を確立し、

適正な管理を継続する。 
（施設の維持管理は第二種鉄道事業者が

行っている。） 

１ 
 
２．法人経営の安定化 
・有利子負債の早期返済による経営の健全化

を図る。 
 
・経営体制やガバナンスの強化により、経営の

安定化を図る。（内部統制システムに関する基

本方針を随時更新し強化） 

２ 

 
有責鉄道運転事故 ０件 
（開業以来49年間皆無） 

Ａ 
 
H28年度において、債務超

過状態を脱し、今後は減

資前資本金額までの純資

産の回復 

Ｂ 
 
基本方針に掲げる体制を順

守し、定期的な監査やリスク

対策の自己点検等によって

ガバナンスを向上し続けると

共に、時代に準じた規程類

の改正を随時行う。 

Ｃ 



記載日

団体名 所管局名

○団体による自己評価［１次評価］

事業No．

評価

評価担当者

事業No．

評価

評価担当者

H30事業目標

総務企画部　課長　玉置　健太郎

総務企画部　課長　玉置　健太郎

H29事業目標 有責鉄道運転事故0件

H29実績評価 有責鉄道運転事故0件を達成

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

H29事業目標
法人経営の安定化

H29実績評価

平成29年度も安定した当期純利益を確保することができた

　　　（平成28年度　純資産　：　  52,603千円）
　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　（平成29年度　純資産　：　291,662千円）

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

H30事業目標 有責鉄道運転事故0件

法人経営の安定化

主要事業（様式１－３）との関わり なし

主要事業（様式１－３）との関わり なし

平成29年度　ミッションの達成評価シート１　［１次評価］

平成30年8月22日

住宅都市局神戸高速鉄道株式会社

１－Ａ

２－Ｂ・Ｃ

様式２－２ 



記載日

団体名 所管局名

○所管局による総合評価（ミッションの達成評価）［２次評価］

総合評価

評価担当者

平成29年度　ミッションの達成評価シート２　［２次評価］

平成30年9月5日

住宅都市局神戸高速鉄道株式会社

コメント

【ミッション毎の評価】
１　有責鉄道運転事故　　　　　・・・・・・評価　Ａ
（上記評価の理由）
　有責鉄道運転事故の発生が無く、安定した事業を継続しているた
め。

２　法人経営の安定化 　　　　・・・・・・評価　Ａ
（上記評価の理由）
　当期純利益は黒字決算となっており、安定した経営を行っているた
め。

【総合評価の理由】
　ミッションを着実に達成し、経費の削減や収益増につながる取組み
も実施しており、今後も安定した経営が見込まれる。
　以上から総合評価Aとした。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

対応方法

総合評価がB又はCの
場合は必ず記載

計画部公共交通課長　竹本　真也

様式２－３ 
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